
・Ａ社の議決権の30％を保有しているＢ社、その議決
権を40％保有するＣさんはＡ社の実質的支配者には
なりません。（他にＢ社の議決権を50％超有している
個人がいない場合は、Ａ社の代表者がＡ社の実質
的支配者となります。

法人の「実質的支配者」判定フロー

【資本多数決法人とは】
・その法人の議決権が株式の保有割合に応じ
て与えられる法人

【上記以外の法人とは】
・主に以下の法人が該当します
社団法人、財団法人、学校法人、宗教法人、
医療法人、社会福祉法人、特定非営利活動
法人、合名会社、合資会社、合同会社

該当の方が『実質的支配者』
※該当の方の「お名前」「ご住所」「生年月日」「関係」をWEB申込
みフォームでご入力ください。
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・「実質的支配者」に該当する方が複数存在する
場合は、該当の方全員の情報が必要です。

・Ａ社の議決権の30％を保有しているＢ社、その議決
権の50％超を保有しているＣさんはＢ社を通じて間
接的にＡ社の議決権を30％保有しており、ＣさんはＡ
社の実質的支配者となります。
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【資本多数決法人】

 法人の25％を超える議決権を直接または間接に（＊１）保有する方（個人）がいらっしゃいますか？
【上記以外の法人】
 法人の収益総額の25％を超える配当を直接または間接に（＊１）受ける方（個人）がいらっしゃいますか？
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○ ○
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・Ｃさんが議決権の50％超を保有する２社がそれぞれ
20％ずつ（合計40％）議決権を有している場合、Ｃさ
んはＡ社の実質的支配者となります。
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出資・融資・取引その他の関係を通じて事

業活動に支配的な影響力を有すると認めら

れる方（個人）がいらっしゃいますか？

【実質的支配者とは】
・法人の意思決定に影響力を持つ個人の方
・決定権の有無については左記フローにより判
定されます

はい いいえ

法人の代表者の方

関係：株主 関係：取引関係 関係：代表者

（＊１）直接または間接に保有とは（間接保有の判定について）
 他の法人の議決権（配当権）を50％超有している場合は、当該法人の議決権を有していると判定し、議決権等

の保有割合に合算する

・Ａ社の議決権の10％を保有しているＢ社、そのＢ社
の議決権の50％超を保有しているＣさんがＡ社の議
決権も20％保有している場合は、Ｂ社を通じた間接
保有10％と直接保有20％を合算して30％となるため、
ＣさんはＡ社の実質的支配者となります。

・事業経営を支配する意思または能力を有していないことが明らかな場合は「いいえ」に該当

・算定にあたっては、直接保有・間接保有の合計で判定
・単独で50％を超える議決権を保有または配当を受ける方がいる場合は、当該個人の方のみが該当


